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※既存土壁中塗り現しの一部補修部位は、既存壁仕上材撤去の後状況調査を行い、監督員と協議の上決定する。（設計段階では該当面積の5％程度を欠損部の土塗壁による補修として想定）
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旧今井染物屋耐震改修工事 改修展開図　12（サギョウバ(1)(2)）

既存土壁中塗り現し

【一部補修】

パッケージ型消火設備背面
補強用、構造用合板（1類）t12.0
W800×H1550

塞ぎ板190×12
【再取付】
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飾り棚箱型
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飾り棚箱型

ＰＢ張り
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※木製階段
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土塗り壁復旧

改修展開図　13
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ＧＢｔ9.5下地
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Ｕ字溝Ｂ　L=3.0ｍ

勾配コンクリート

0.3％　t=57～66

溜め桝Ｂ溜め桝Ｂ

Ｕ
字
溝
Ｂ
　
L
=
0
.
6
ｍ

勾
配
モ
ル
タ
ル

0
.
3
％
　
t
=
2
4
～
2
6

現
場
打
側
溝
　
L
=
2
.
2
ｍ

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋

0
.
3
％

800

溜め桝Ｃ
FH=1.04

溜め桝Ｃ
FH=1.04

塩ビ管　VUφ150

保護管（鋼管）φ190.7

0.3％　L=3.9ｍ

溜め桝Ｃ
FH=0.94

塩ビ管　VUφ150

保護管（鋼管）φ190.7

0.3％　L=7.2ｍ

塩
ビ

管
　

V
U
φ

1
5
0
φ

1
5
0

保
護

管
（

鋼
管

）
φ

1
9
0
.
7

0
.
3
％

　
L
=
0
.
5
ｍ

870

溜め桝Ｂ

既存雨落ち改修詳細図参照

土砂撤去・砂利敷　L=22.2ｍ

拡大図Ａ参照

拡大図Ｂ参照

管敷設部詳細図参照

基準点
FH=1.00

溜め桝Ａ
浸透仕様
FH=0.94

雨落ち底
FH=0.91

溜め桝Ａ
浸透仕様
FH=0.89

雨落ち底
FH=0.91

雨落ち底
FH=0.91

雨落ち底
FH=0.99

溜め桝Ａ
浸透仕様
FH=0.88

名　　　称 規　　格 単位 数　量 摘　　要

整備数量表

㎡

ｍ

0.7コンクリート舗装

15.8

個 1石板設置

式 1

基 3溜め桝Ａ（浸透仕様）

現場打側溝

B=180 H=180

塩ビ管 VUφ150 ｍ 11.6

ｍ 4.5

Ｕ字溝Ｂ

t=100

㎥ 0.4雨落ち砂利敷 洗い砂利　平均t=100

B=180　L=2.2ｍ

Ｕ字溝Ａ

350×480内外　t100内外

300×300

保護管（鋼管） STK400　φ190.7　t5.3 ｍ 11.6

B=100 H=100

グレーチング蓋　L1000×2枚

平均幅0.2×t0.1×22.2ｍ

基 8溜め桝Ｂ

基 3溜め桝Ｃ

360×360

240×240

溜め桝Ｂ

溜め桝Ｂ
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CHECK
REVISE　　CHIEF　 DRAFTING 

DATE PROJECT

旧今井染物屋耐震改修工事

SUBJEDT SCALE

図　示

NO.

B-29

コンクリート版撤去
　A=0.8㎡

コンクリート版切断　L=1.8ｍ

コンクリート版切断　L=1.8ｍ

コンクリート舗装
　18-8-25
　A=0.7㎡

4
8
0

4
8
0

石板設置
350×480内外

既
存

側
溝

排水管敷設
　塩ビ管　VUφ150
　保護管（鋼管）φ190.7

既存石板

既
存

側
溝

拡大図Ｂ

S=1/20（A1）1/40（A3）

撤　去 復　旧

コンクリート版撤去
　A=2.2㎡

拡大図Ａ

S=1/20（A1）1/40（A3）

撤　去 再整備

1,015

2
,
2
0
0

1,015

現
場

打
側

溝
　

L
=
2
.
2
ｍ

グ
レ

ー
チ

ン
グ

蓋

0
.
3
％

2
,
2
0
0

Ａ Ａ’ Ｂ Ｂ’

Ｃ
Ｃ

'

1,015

5
0

コンクリート版撤去
　t=100

Ａ-Ａ’

1,015

現場打コンクリート
　18-8-25

Ｂ-Ｂ’

100 180 100 435

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

グレーチング蓋
　U180用

1
9
7
～
2
0
4

基礎砕石
　RC-40

基礎砕石
　RC-40

485

480

1
8
0

4
0

1
0
0

3
0
0

1
0
0

Ｕ字溝Ｂ

現場打側溝　L=2.2ｍ

グレーチング蓋　L1000×2枚 Ｕ字溝Ｂ

Ｃ-Ｃ’

1
9
5

基礎砕石
　RC-40

コンクリート
　18-8-25

5
0

勾配モルタル
　1：3

勾配モルタル
　1：3

GH=1.00（基準）

GH=0.93
GH=1.01

既存側溝

500

歩　道

1,850

溜め桝
　FH=1.04

溜め桝
　FH=1.04 溜め桝

　FH=0.94

5,217 508 3,888

管敷設部詳細図

S=1/20（A1）1/40（A3）

0.8% 0.3%0.3%

1
0
0

2
4

1
3
6

コンクリート版
　t=100

石　板

4
0
0

2
2

5
0

1
0
0

1
0
0

180

コ
ン

ク
リ

ー
ト

版
切

断
　

L
=
2
.
1
ｍ

110

210

50 50

敷モルタル　1：3

基礎砕石　RC-401
0
0

3
03
0

1
0
0

1
3
0

100

150

25 25

1
8
0

4
0

190

290

50 50

3
0

1
0
0

2
2
0

35 180 35
250

勾配モルタル　1：3

敷モルタル　1：3

基礎砕石　RC-40

勾配モルタル　1：3
勾配コンクリート　18-8-25

Ｕ字溝Ａ

S=1/15（A1）1/30（A3）

Ｕ字溝Ｂ

S=1/15（A1）1/20（A3）

3
7
0

3
0

3
1
0

4
0

5
0

4
0
0

37 280 37

270

240

30 30

1
0
0

400

基礎砕石
　RC-40

グレーチング蓋

コンクリート
　18-8-25

溜め桝Ｂ

S=1/15（A1）1/30（A3）

35

400

3
7
0

360

6
0

35
6
0

4
9
0

395

50 50

フィルター材
 C-40

3
0
0

グレーチング蓋

530

溜め桝Ａ（浸透仕様）

S=1/15（A1）1/30（A3）

土砂撤去
平均t100

平均200

砂利敷
平均t100

既存縁石
（切石または玉石）

既存縁石
（切石または玉石）

平均200 既存縁石
（切石または玉石）

既存縁石
（切石または玉石）

既存雨落ち改修詳細図

S=1/15（A1）1/30（A3）

土砂撤去

砂利敷

溜め桝（浸透仕様）設置

砂利敷
平均t100

溜め桝（浸透仕様）

設置高
　FH=排水平面図参照

管敷設断面図

S=1/15（A1）1/30（A3）

1
0
0

2
8
5
～
4
0
0

450

砂基礎

VU管φ150

保護管（鋼管）
　φ190.7

1
0
01
3
5
～
2
0
0

450

砂基礎

VU管φ150

保護管（鋼管）
　φ190.7

構　内

歩道部

埋戻し土

埋戻し土

コンクリート版　18-8-25

路盤　RC-40

1
0
0

1
0
0

4
1
5

3
5

30

300
30

3
5
0

5
0

5
0

4
5
0

40 340 40

330

基礎砕石
　RC-40

コンクリート
　18-8-25

グレーチング蓋

溜め桝Ｃ

S=1/15（A1）1/30（A3）

460
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CHECK
REVISE CHIEF DRAFTING

DATE PROJECT SUBJEDT SCALE NO.

A1：ＮＳ

A3：ＮＳ

１ ． 建 築 物 の 構 造 内 容

（１）コンクリ－ト

５ ． 鉄 筋 コ ン ク リ － ト 工 事

（１）コンクリ－ト

６ ． 鉄 骨 工 事

（２）鉄骨制作工場

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記基準等による。

（３）工事監理者の承認を必要とするもの

鉄 建 協

制作工場グレ－ド

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

工作図 製作要領書

材料規格証明書または試験成績書

旧建設省告示第１１０３号の認定工場とする。

日本建築学会 「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

公共建築協会「鉄骨設計標準図」・「建築工事共通仕様書」

施工計画書

鋼 材 高力ボルト 特殊ボルト

建て方検査

製作工場

社内検査票

（５）接合部の溶接は下記による。

鉄骨造等の建築物に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ～Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

（６）溶接部及び接合部の検査

（４）工事監理者に連絡し指示を受ける検査

印は適用項目を示す。

工事開始前に調合計画書を作成し、工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に該当する場合は、

調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。

コンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－

評定を受けた測定器を用い、試験値は同一試料における測定の平均値とする。

試験回数は、コンクリ－トの種類が異なるごとに１日１回以上かつ、１５０ｍ ごと

およびその端数につき１回以上とする。ただし最初の測定は打ち込み当初とする。

セメントはJIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

コンクリ－ト打設については、十分に検討した計画を施工計画書に記載し工事監理者の

承認を受ける。

3

種類

早強ポルト
ランド
セメント

普通ポルト
ランド
セメント

部位

セメント
種類

コンクリ－ト
の圧縮強度

（２）鉄 筋

せき板

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下

支柱

早強ポルト
ランド
セメント

普通ポルト
ランド
セメント

混合
セメント
Ａ種

混合
セメント
Ａ種

高炉
セメント
Ｂ種

梁下

高炉
セメント
Ｂ種

左記の
すべての
セメント

（３）型 枠

材料 合板厚 12mmを標準とする。 施工はJASS5による。

型枠存置機関

存
置
期
間
の

平
均
気
温

材
齢
（
日
）

により行う。

コンクリ－ト強度試験方法、供試体の採取および養生方法等については共仕6.10.4

コンクリ－ト打設前に、鉄筋に付着した泥、セメントは確実に除去する。型枠底の

不純物は確実に取り除き、更に型枠底の余分な水（基礎底の雨水等）や冬季におけ

る雪は、コンクリ－ト品質に多大な影響を与えるため、入念な確認を行う。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込み位置に出来るだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ

－トの自由落下高さは分離が発生しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ

－ト圧送技師または同等以上の技量を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中

における打ち継ぎ時間間隔の限度は、先に打ち込まれたコンクリ－トの再振動可能時間

以内とする。

を参考にし工事監理者の承認を得た後補修する。

脱型後、コ－ルドジョイント、ジャンカ等の不具合が確認された場合はJASS5(2003版)

5

7 12

15

17

25

28

82

3

5

3

5

8 10

28 28

5N/mm 以上 Fc×85%以上または 12N/mm 以上 Fc以上22

頭付きスタッド

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては公共建築工事標準仕様書

鉄筋は、JIS G3112の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継ぎ手の重ね長さ、定着長さは

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準」による。

D16以下は、重ね継ぎ手とする。ガス圧接（D19以上）をする場合は、日本圧接協会

「鉄筋ガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接ヶ所（１ロット）ごと

に１回行い、１回の試験は超音波探傷の場合３０箇所、引張試験の場合３箇所とする。

外観検査 引張試験 超音波探傷試験有 無 有 無

柱のHOOPの加工方法

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取り

扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験・検査に伴う業者を代行するものをいう。

鉄筋のかぶり厚さは、鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準１．（7）表に示す

「設計かぶり厚」を確保すること。

注）１．片持ち梁、庇、長大スパンの梁、大形スラブ等の型枠を支持する支柱

注）２．スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに

に取り外す。

注）３．支柱の盛りかえは、原則として行わない。

を延長する。
又は施工荷重が著しく大きい場合の支柱等は、必要に応じて存置期間

・試験箇所数の数え方は、ＪＡＳＳ６表５．１「溶接箇所数の数え方」に準ずる。

・工場溶接の場合は以下による。

ａ）．試験は２回抜き取りとする。

ｂ）．平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）は４．０％とし、検査水準は第６水準とする。

ｃ）．ＡＯＱＬと各検査水準に応じたロットの大きさは以下の表による。

注）現場溶接は、超音波探傷試験を１００％行う。

トルシア型高力ボルトを用いた場合は、ピンテ－ルが破断するまで確実に締め付けを行う。

締め付け後の検査は、１次締めの際に付けたマ－キングのずれ、ピンテ－ルの破断等によ

り全数本締めの完了したことを確認する。叉、共回り及び軸回りの有無並びにナット回転

量を確認する。

（７）防錆塗料

の処理は黒皮などを座金外径約２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛けに

より除去した後、屋外放置により発生した赤錆状態ですべり係数が0.45以上確保できるも

のを標準とし、目視による検査を行う。ただしブラスト処理され、表面粗さが 50S以上の

場合は赤錆は発生しない状態でよい。

高力ボルト締め付け用の器具はよく調整されたものを使用し、締め付け順序は１次締め、

マ－キング、本締めの順に行う。

高力ボルトはトルシア形高力ボルト又は、JIS B1186の高力ボルトを標準とする。摩擦面

・試験の基準は、日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷試験検査基準」による。

完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験は以下による。

防錆塗料の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される部分以外の

部分とする。

７ ． 設 備 と の 関 係

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台および基礎については、工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を

管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上とする。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

ントを使用し２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗料と同じ錆止ペイ

全 鋼 連

Ｒグレード

（１）直接基礎

材 料 工 法 備 考杭 種

４ ． 地 業 工 事

スランプ

２

鉄 筋 第 号

年 月 日

日本建築センタ－認定

（２）杭基礎

コンクリ－トＦｃ Ｎ／ｍｍ

セメント量
主 筋

HOOP

RC PRC

PHC Ｈ鋼

摩擦杭 Ⅲ種 Ⅳ種 ）

PRC（ Ⅰ種 Ⅱ種

鋼材（ SS400 SKK400）

場所打ち杭 オ－ルケ－シング 拡底杭

リバ－スサ－キュレ－ション

ア－スドリル ミニア－ス

ＢＨ 深礎 （ 手堀 機械堀）

打ち込み

載荷試験 有 無

（３）杭の施工に関し工事監理者に提出し、承認を必要とするもの。

杭仕様 杭施工結果報告書施工計画書、認定書

PHC（ A種 B種 C種）

※ボ－リング標準貫入値、土質構成は設計図参照

３ ． 地 盤

（２）地盤調査計画

（１）地盤調査資料

無（調査予定 有 無）

標準貫入試験 地盤水平反力係数測定

土質試験 物理試験 平板載荷試験 試験掘（支持層の確認）

ボ－リング調査 静的貫入試験

有（ 敷地内 近隣） ボ－リング調査 平板載荷試験 地盤水平反力係数測定

（３）支持地盤の深さは、設計段階で考えたものと変わる可能性もある。

（５）ボルト類

（６）屋根・床・壁

ALC版

現場溶接 備 考

鋼 材

種 別

SS490

SN490B

SN490C

STKR490

STK490

BCP325

SS400

SM490

SN400A

SN400B

SN400C

STKR400

STK400

BCP235

BCR295

SSC400

有 無

有 無

有 無

有 無

有

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

使用ヶ所

無

種 別

溶接金網

丸 鋼

異形鉄筋

SD295A

径 使用ヶ所 継ぎ手

・ ガス圧接

SR235

6φ-150×150(JISG3551) ・ ガス圧接

・ 重ね継ぎ手

（４）鉄 骨

（３）鉄 筋

５゜～１５℃

１５℃以上

５℃未満

折 版（ハゼ）

（ 有 無）

構 造 設 計 標 準 仕 様

べた基礎 布基礎 独立基礎 試験堀（ 有 無）

胴縁他

中ボルト

アンカ－ボルト

M12 ( 4T 平座金 ) JIS B 1180，1181，1251，1256 規格品とする事。

スタッドボルト

高力ボルト 普通：F10T

溶融亜鉛メッキ高力ボルト：F8T

有 無

・ 重ね継ぎ手

設計支持力kN杭長m 杭先端の深さm杭名称 本数 特記事項基礎符号

デッキプレ－ト（合成デッキ）

（ 支持層確認・ 載荷）

特殊：S10T 認定品(M16,M20,M22)

D10～D16

SD345 ・ 重ね継ぎ手

SD390 ・ 重ね継ぎ手 ・ ガス圧接

支持層－

梁・鋼板

既成品（ハイベース工法）

（２）コンクリ－トブロック

Ａ種 Ｂ種 厚さＣ種 100 120 150

２ ． 使 用 構 造 材 料

（１）コンクリ－ト

種 類
設計基準強度 品質管理強度

Fc=N／mm Fq=N／mm
スランプcm

普通

普通

軽量

軽量

２ ２
適用場所

18捨てコンクリート

普通 軽量

普通 軽量 1818 15

普通 軽量 1521 24基礎・地中梁

土間コンクリート

ラーメン構造

耐力壁付き ブレース付き

Ｙ方向

ラーメン構造Ｘ方向

ブレース付き

２N／m

スラブ用 備 考

（３）積載荷重（主要用途）

（４）積雪荷重

地盤種別：第2種地盤（地盤固有周期 Tc=0.6秒)

（５）地震荷重

設計地下水位 GL－ m

土圧係数 KA = 0.5 KA =（７）土圧、水位

基準風速 V0 = 30m/秒（６）風荷重

融雪装置による低減 無 有

自然落下による低減 無

地震地域係数 Z=0.9（新潟県）、建物重要度係数 I=1.00

有

（積雪表示板を設置する）

（８）特殊荷重

リフト kN 走行クレ－ン kN ホイスト kN

エレベ－タ－ 人乗（ ロ－プ式 油圧式 マシンレス）

受水槽 kN

室 名

耐力壁付き

片持ち柱式

標準層せん断力係数 C0=0.3（一次設計）

地表面粗度区分 ： Ⅱ

片持ち柱形式

（２）架構形式及び計算ルート

増築 増改築新築

木造 補強コンクリ－トブロック造

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造

鉄骨造

鉄筋コンクリ－ト造

混構造 （鉄筋コンクリ－ト造＋鉄骨造）

（ a）工事名称

（ b）工事種別

（ c）構造種別

（１）建物概要

工事場所

有 無

（ f）屋上付属物

（ g）増築計画

（ e）主要用途

高架水槽 kN

煙 突 kN広告塔 kN

門塀 擁壁 クレーン

室外機 kN

（ h）付帯工事

（ i）その他事項

18 18

（以下,標仕）平成２５年版による。

液状化判定 現場透水試験 土質試験 ＳＳ式試験

（ d）規模・階数

（建物全体）

2

地下-階 地上2階 塔屋-階

耐震補強

トラス構造，ルート 1 － 1

トラス構造，ルート 1 － 1

鋼管

単管

試験杭

図示による

埋め込み

８ ． そ の 他

ダイヤフラムベースプレート

ベースプレート

柱

錆止め塗料の種別はＢ種とし、また工程もＢ種とする。塗装は１回目、２回目とも工場で行う。

※雨屋部の錆止め塗装は、ＤＰ塗装の下地塗り仕様JISｋ5552 1回 JISｋ5551 2回 計3回とする

検査水準
第１水準 第２水準 第３水準 第４水準 第５水準 第６水準

AOQL(%)

4.0

2.5 60 70 80 100 130 190

70 80 90 110 150 220

注）現場溶接部については原則として第三社による全数検査を行う。

注）煉瓦転倒防止フレームは、超音波探傷試験は行わず、第三者による外観目視検査（100％）を実施する。

備 考

新潟県上越市大町５丁目 地内

旧今井染物屋耐震改修工事

改修

建築面積 362.94 m 延床面積 471.33㎡

軒高 6.12 m 最高高さ 6.91 m

集会施設・見学建物

基礎

・ ガス圧接

710深 さ ＧＬ- m 支持層：

長期許容支持力 30 kN／㎡

構 造 仕 様 書 S-01

垂直最深積雪量が、１００㎝を超えた場合は雪おろしを行う。

2

2

2

架構用 地震用

60013001800

旧今井染物屋耐震改修工事

各 室

垂直最深積雪量 １００cm、単位荷重=30N/m /cm

長期 = 100x30x0.7 = 21 N/m
短期 = 100x30x0.35 = 10.5 N/m
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DATE PROJECT SUBJEDT SCALE NO.

A1：ＮＳ

A3：ＮＳ

150内外

150 150 150150 150内外

150 250

910 910 910

150250 250150 150250

910 910910

910

150 150

910 910

150 150150内外

１．一般事項

２．金物

３．各部構造の施工上の留意点

１ 基礎と土台の緊結

(2)接合及び補強をするに当たっては、接合部位の納まりに適した金物を使用すること。

(1)使用する金物は、（財）日本住宅・木造技術センターの定める規格によるＺマーク表示品

(b)構造用合板を張った耐力壁の場合は(c)に準ずる

(c)隅各部、土台継手及び土台仕口箇所の端部

(d)上記(a),(b)及び(c)以外の部分においては間隔2m以内になるような位置とする

③ 山形プレートで土台と緊結する場合、または金物の無い場合

② ホールダウン金物を座金付きボルト(M16W)で土台と緊結する場合

または、これと同等以上のものを使用する。

(1)構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(1)アンカーボルトの配置

① ホールダウン金物をアンカーボルト（A-70）で緊結する場合

(a)筋違いを設けた耐力壁の部分は両端柱の外側下部に近い位置を原則とする

A-40 A-70

筋違い

90×45

間柱

柱

土台

A-40A-70

ホールダウン

金物

筋違い

90×45

柱

間柱

土台

A-40 A-70 A-70

ホールダウン

金物

A-40A-40

筋違い

90×45

間柱

柱 柱

間柱

A-60

土台

A-60A-60A-60

ホールダウン
金物

土台

A-60 A-60A-60 A-60

ホールダウン
金物

土台

筋違い
90×45

間柱

柱

山形プレート

柱

間柱

土台

山形プレート

A-40 A-40A-40

アンカーボルト
アンカーボルト

土台

ボルト M16W
座金付き

A-40 A-40

筋違い

90×45

筋違い
90×45

土台

火打土台
45×90

(3)接合金物の許容耐力一覧表

太めくぎ

スクリューくぎ

柱脚金物

ひら金物

ひねり金物

折曲げ金物

くら金物

羽子板ボルト

かど金物

山形プレート

短ざく金物

かね折り金物

かすがい

手違いかすがい

引き寄せ金物

名 称 記 号
短期許容耐力（kＮ）

べいまつ類 べいつが類 すぎ類
使用接合具等

ZN 90

ZS 50

PB-33

PB-42

SM-12

SM-40

ST-9

ST-12

ST-15

SF

SS

SB･F,SB･F2

SB･E,SB･E2

CP･L

CP･T

VP

S

SA

C-120

C-150

CC-120

CC-150

HD-B10

S-HD10

HD-B15

S-HD15

HD-B20

S-HD20

HD-B25

S-HD25

HD-N5

HD-N10

HD-N15

HD-N20

HD-N25

0.86 0.77 0.68

0.86 0.77 0.68

1.26 1.14 0.98

1.48 1.34 1.17

11.38 10.40 10.00

22.76 20.80 20.00

1.72 1.54 1.36

4.30 3.85 3.40

ZN 40

ZN 65

1.72 1.54 1.36

2.58 2.31 2.04

5.16 4.62 4.08

5.69 5.20 5.00

4.30 3.85 3.40

5.04 4.56 3.92

5.69 5.20 5.00

1.27 1.18 1.08

11.38 10.40 10.00

17.07 15.60 15.00

22.76 20.80 20.00

28.45 26.00 25.00

7.56 6.84 5.88

12.60 11.40 9.80

20.16 18.24 15.68

22.68 20.52 17.64

29.48 26.68 22.93

六角ボルト M12(1本)

六角ボルト M12(2本)

六角ボルト M12(2本)

六角ボルト M12(2本)

六角ボルト M12(3本)

六角ボルト M12(4本)

六角ボルト M12(5本)

太めくぎ ZN65(4本)

太めくぎ ZN65(12本)

太めくぎ ZN40(4本)

太めくぎ ZN40(6本)

六角ボルト M12(1本)

太めくぎ ZN65(10本)

太めくぎ ZN90(8本)

太めくぎ ZN90(6本)

太めくぎ ZN90(10本)

太めくぎ ZN90(16本)

太めくぎ ZN90(20本)

太めくぎ ZN90(26本)

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(2本)

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(3本)

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(4本)

又はﾗｸﾞｽｸﾘｭｰLS12(5本)

※ 表値は鋼板添え板による25％割増の値を示す。長期許容せん断耐力の値は表値の1/2とする。

※ べいまつ類：べいまつ・くろまつ・あかまつ・からまつ・つが

べいつが類：べいひ・べいつが・ひば・ひのき・もみ

※ 算出根拠は、日本建築学会発行の「木質構造設計基準・同解説」による。

M12

M16 Ｌ＝ ・ 600 ・ 700 ・ 800 ・ 900 ・ 1000

(3)床組 下記●印で選択した床組を適用する

(4)アンカーボルト 下記●印で選択したアンカーボルトを適用する

木造在来軸組工法標準納まり図（例）

※ ラグスクリューLS12は首下長11cm以上とし、柱寸法10.5cm角以上の部材に適用される。

す ぎ類：とどまつ・えぞまつ・べにまつ・スプルース・すぎ・べいすぎ

以
上

1
0
0
m
m

9 RW 9.0×90

9 W 9.0×80
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m
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d
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位
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0
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0
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8
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150mm内
外

150mm

250mm

内
外

内
外

２ 柱と基礎（土台）との緊結 ４ 通し柱

３ 筋違いの仕口

② 座金付きボルト(M16W)を用いて土台と柱を緊結する場合

(b) 緊結方法は次による

① ホールダウン用アンカーボルトを用いて直接基礎に緊結する場合

埋込位置のマークを確認する。

（埋込マークの中心ポイント）

(a)アンカーボルトの芯出しは、型板を用いて基準墨に正確に合わせる。

(d)アンカーボルトは、衝撃などにより曲がりが生じないよう、慎重に取り扱う。

また、ねじ部分には、損傷・錆の発生・汚れ等を防止するために布、ビニールテープなど

を巻いて養生を行う。

(b)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋め込み長さはA-60,A-70については360mm以上、

A-40については250mm以上とする。

なお、アンカーボルトの先端は土台の上端よりナットの外にねじが３山以上出るように

固定する。

(a)柱は、構造計算による引き抜き応力に耐えられるように接合金物（ホールダウン金物）に

より基礎または土台と緊結する。ホールダウン金物は、柱の下部に締め代を30mm程度とり

六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)または太めくぎ(ZN90)にて柱に固定する。

(c)アンカーボルトは、所定の位置に垂直に敷設されるよう位置出し材を布基礎型枠材に釘

打ちし、アンカーボルトを固定してからコンクリートを打設すること。

(2) アンカーボルトの施工

(3)アンカーボルトの定着のチェック方法

A60,A70

角座金 W 9.0×80

丸座金 RW 9.0×90
アンカ－ボルト用

R32(2d)

柱

締め代(30mm程度)

土台

アンカーボルト
(A40またはA60)

M16 アンカーボルト
(A40またはA60)

M16

締め代(30mm程度)

土台

柱

柱

アンカーボルト
(A40またはA60)

締め代(30mm程度)

土台

アンカーボルト
(A40またはA60)

座金付きボルト
(M16W)

柱

締め代(30mm程度)

土台

アンカーボルト
(A40またはA60)

(M16W)
座金付きボルト

中心のポイント

アンカーボルト(A70)

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

ホールダウン金物

アンカーボルト
(A40またはA60)

六角ボルト(M12)または

ホールダウン金物

アンカーボルト(A70)

アンカーボルト
(A40またはA60)

ラグスクリュー(LS12)

ホールダウン金物

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

ホールダウン金物

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

アンカーボルト
(A40またはA60)

アンカーボルト
(A40またはA60)

1,820

筋違いの仕口は筋違いプレート（BP,BP-2）によって緊結する

筋違いプレート

BP-2

横架材

間柱

柱
120角

土台

筋違い

90×45

910 910

1,820

横架材

筋違い
90×45

柱
120角

間柱

土台

筋違いプレート

BP-2

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

締め代30mm

(a)通し柱は、次のいずれかによる

(b)通し柱に代わる管柱の補強

① 1階から3階に達する通し柱とする。

② 1階から2階までの通し柱と、2階から3階までの通し柱を組み合わせて使用する場合、

当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

外周部の主要な隅柱及び構造計算による引抜き応力が大きい2階の柱は、1階の管柱と接合

金物（ホールダウン金物）で緊結する。ホールダウン金物の取付けは、次による。

① 上階の柱及び下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び上部に締め代を取

り六角ボルト(M12)、ラグスクリュー(LS12)等で各々取付ける。

② ホールダウン金物は相互に六角ボルト（M12またはM16）を用い緊結する。

(c)上記(b)以外の構造計算による引抜き応力が小さい2階柱の接合金物は、短ざく金物(S)，

ひら金物(SM-40)等のＺマーク表示品、または、これらと同等以上のものとする。

柱（上階）

柱（下階） 柱（下階）

柱（上階）

ホールダウン金物

六角ボルト
M-12またはM-16

胴差、床梁

ホールダウン金物 ホールダウン金物

胴差、床梁

M-12またはM-16
六角ボルト

ホールダウン金物

ホールダウン金物

六角ボルト
M-12またはM-16

ホールダウン金物

柱（上階）

胴差、床梁

柱（下階）

六角ボルト(M12)または
ラグスクリュー(LS12)

ラグスクリュー(LS12)
六角ボルト(M12)または

(2)施工の際は本標準図の他、日本建築学会 建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ１１ 木工事

｢木造軸組工法住宅 接合部の設計と金物の取付｣((社)日本木造住宅産業協会)等参照のこと。

アンカーボルト
Ｌ＝ ・ 400 ・ 450 ・ 500

木造在来軸組工法標準図（１）

参考図

・ 剛な床組 ・ 柔な床組 ・ 天井上面剛とする。
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A1：ＮＳ

A3：ＮＳ

参考図

木造在来軸組工法標準図（２）

A B

C

A

C
C

C

A B
羽子板ボルト

SB-E

B

B

C

C

A

六角ボルト

M-12

胴差、床梁

B

C

A

C

ひら金物
SM-40

C

C

B

A
C

B
A

羽子板ボルト

SB-E

六角ボルト

M-12

胴差、床梁

B

ひら金物
SM-40

C

C

（１）隅柱

(a)出隅

① 直交する胴差がほぼ同寸であり、かつ同一高さで取合う場合

(b)入り隅

入り隅は出隅の場合に準ずる。ただし、準ずることが困難な場合には通し柱とする。

(2)「隅柱に準ずる柱」の通し柱と同等以上の耐力を有するような補強方法

間仕切桁(B)は胴差(A)に大入れあり掛け、胴差(A)を間仕切桁(B)より羽子板

① 直交する胴差がほぼ同寸で、かつ、同一高さで取合う場合

ボルト(SB-E)で引寄せる。

上下管柱は胴差(A)へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、

各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

一方の胴差(B)を他方の胴差(A)に大入れ片あり掛け、胴差相互を建物の内側に添えた

羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ、上下管柱は胴差(A)に短ほぞ落としとし、管柱出隅両面

一方の胴差(A)を他方の胴差(B)に大入れ（かぶと）ありに仕掛け、胴差(A)の下部に添わせ

た羽子板ボルト(SB-F)で胴差(B)を引寄せ、さらに、胴差(B)の内側に添わせた羽子板ボルト

当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

上下管柱はいずれもそれぞれ胴差(A,B)に扇ほぞ差し、管柱出隅両面にひら金物(SM-40)を

(SB-E)で胴差(A)を引寄せる。

大入れあり掛け

短ほぞ差し

短ほぞ差し 大入れ片あり

大入れかぶとあり 短ほぞ差し 扇ほぞ差し

CC

AB

CC

A

A

B

六角ボルト
M-12

羽子板ボルト

SB-E

ひら金物
SM-40SM-40

ひら金物

胴差、床梁

M-12
六角ボルト

SM-40
ひら金物

M-12

六角ボルト

SB-E

羽子板ボルト

柱（上階）

柱（下階）

羽子板ボルト
SB-E

羽子板ボルト
SB-F

六角ボルト
M-12

胴差、床梁

羽子板ボルト
SB-F

ひら金物
SM-40

柱（上階）

柱（下階）

羽子板ボルト
SB-E

六角ボルト
M-12

間仕切桁 胴差

SM-40
ひら金物

② 直交する胴差の寸法が異なり段違いに取合う場合

①,②共、状況に応じて、かね折り金物(SA)を胴差に対して取り付けること。

にひら金物(SM-40)を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

床梁(B)と下階柱とは、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

５ ホールダウン金物周辺の納まり

(1)筋違いとホールダウン金物の納まり

筋違いとホールダウン金物は極力重ならないように位置を決定する。

重なりが出てきた場合には、以下の方法を参考に納まりを決定する。

(a)ホールダウン金物自体と筋違いの重なり

ホールダウン金物と横架材間の締め代を長く取り、筋違いと重ならないようにする。

その場合、座金付きボルト（土台）やアンカーボルト（基礎），ボルト（床梁等）

が標準の場合より長くなることに注意する。

(c)折衷壁（壁の片側が真壁）におけるホールダウン金物の納まり

ただし、筋違い厚さは45mm以下となるようにする。

折衷壁（壁の片側が真壁）の場合、柱芯から筋違い側に5mmずらし、かつ上記

② 改良した筋違いプレートを使用する

筋違いプレート(BP-2)

の角根平頭ボルト用穴と隣の

釘穴位置を入れ換えたもので、

構造性能に関わる基本的な仕

様が変わらないプレートを作

成し使用する。

(b)ホールダウン金物の引寄せボルトと筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なり

① ホールダウンをずらす

筋違いプレートの角根平頭ボ

ルトのナットが入るように、

柱芯から筋違いと反対側に

15mmずらす。

・ボルト長さ (mm)

座金付きボルト

520

アンカーボルト

900

・梁成によるボルト長さ (mm)

筋違いが上下の

D+430

筋違いが上下に

ある時

D+800

床梁(B)は胴差(A)に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差(B)を床梁(A)及び管柱(C)

より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

上下管柱は胴差(A)へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら金物(SM-40)を当て、各々太め

くぎ(ZN65)で打ち固める。

床梁(B)は下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で

下階管柱の短ほぞに胴差(A)を差し込み、床梁(B)は胴差(A)にすべりあご掛けとし、胴差

上階管柱と床梁(B)とはかど金物(CP-L)を片面に当て、太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

120mm×120mmの柱に対して45mm×105mmの筋違いが取り付く場合ホールダウン金物の引寄せボルト

土台との納まり床梁との納まり

より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

と筋違いプレートの角根平頭ボルトのナット部分との重なりを防ぐため以下のように納める。

C

B

床梁

C
大入れあり掛け

C

A

六角ボルト
M-12

六角ボルトM-12
または
ラグスクリュー(LS12)

羽子板ボルト
SB-E

B

短ほぞ差し

ひら金物と干渉する場合は、座堀する

C

A

胴差

C

C

C

B

C

A

B

C
A

B

羽子板ボルト
SB-E

A

胴差

C

C

すべりあご掛け

B

A

羽子板ボルト
SB-E

かど金物 CP-L
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B
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羽子板ボルト
SB-E

開き止めのため
確実に取付ける

ひら金物
SM-40

ひら金物
SM-65

床梁

羽子板ボルト
SB-E

六角ボルト

M-12

（片面）

かど金物 CP-L

胴差

ホールダウン金物 ホールダウン金物

座金付きボルト

アンカーボルト

(S-HD)(S-HD)

(M16)

(M16)

ボルト(M16)

ボルト(M16)

筋違いプレートの

ボルト穴と隣の釘

穴を入れ替える。

干渉しないようHDをずらす。

筋違いプレートのボルトと

② 胴差と直交する梁があり、上端が揃う場合

③ 胴差と直交する床梁が胴差の下側にある場合

一方にある時

ただし､120mm角未満の場合は施工できないことに注意する。

(b)-②のように改良した筋違いプレートを使用する。

④ 胴差と直交する床梁が胴差の上側にある場合

上階柱は胴差(A)に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)(長さが足りない場合

は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

上階管柱は床梁(B)へ短ほぞ差しとし、上下管柱相互は外側にひら金物(SM-40)(長さが足りない

場合は、帯金物(S-65)を代用する）を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

ひら金物 SM-40

または、帯金物
S-65

渡りあり掛け

打ち、胴差(A)は床梁(B)に渡りあり掛け、床梁(B)を羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。

(2)両側真壁の場合のホールダウン金物の納まり

(5)3階建て用筋違い金物

両側真壁の場合、ホールダウン金物をS-HDとし、また柱のちりを16mm程度にする。

ただし、この場合筋違いは設けられない。

① 向かい合わせに設ける場合、六角ボルトを共有できるようにする。

この場合欠損が大きいのでラグスクリューを使用することが望ましい。

記号

○：使用できる。

※ 面材の受材・筋違い等が干渉する場合はS-HDを使用する。

① 向かい合わせに納める。 ② 直行に納める。

(3)2本のホールダウン金物の納まり

(4)ホールダウンの選定

ホールダウンのとりつく壁の種類
ホールダウン

大壁 折衷壁 両面真壁※

HD-N ○ × ×

HD-B ○ × ×

S-HD ○ ○ ○

筋かい90×45の場合 筋かい90×90の場合

② 直交する場合、ホールダウンの取り付け位置を上下に45mmずらし六角ボルトが重ならないようにする。

1
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4
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3
8
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1
7

1
7

2
1

5
0

5
0

ラグスクリュー LS12

上下方向に45mmずらし、

ラグスクリューが干渉しな

いようにする。

六角ボルト M12

丸座平頭ボルト

M12

角根平頭ボルト

皿頭スクリュ－釘

布基礎

筋違いプレートのボルトと干渉

しないようHDをずらす。

90×45
筋違い

筋かい90×90

柱

ALC座付き
ナットM12

土台
BN60

六角ボルトを共有できる

ように正対させる。

×：納まらないため、使用できない。

1
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3
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4
5

1
2
0

2
0

7

1

※ 筋違い厚さは45mmまでとする。
隣の釘穴を入れ替える。

筋違いプレートのボルト穴と

1
2
.
5

6
5

1
2
0

5
5

ホールダウン金物を柱芯より

5mm程度ずらす。
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DATE PROJECT SUBJEDT SCALE NO.

A1：ＮＳ

A3：ＮＳ

参考図

木造在来軸組工法標準図（３）

釘のピッチ

303
mm

以内

床梁，胴差に直交する根太は渡りあご掛けとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとする。

際根太は床梁・胴差へ釘打ち(N90)間隔303mmで平打ちする。

(2)標準的な耐力壁（面材）の納まり

内部側の入隅に有効面材を貼るために、柱面に半柱

(a)隅角部（屋外・室内側とも構造用合板 7.5mmの場合）

根太

(45×105)

洋室 和室

胴差

床梁

洋室 和室

際根太

根太

(45×105)

床梁

胴差

2-CN75

斜め打ち

床梁

床梁

間柱

胴差

柱

土台

N50 釘

有効面材

半柱

有効面材

外 部

内 部

受材で固定する

際根太で固定する

5
51
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8
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5

際根太掛け代
80mm

1
2

2
5

8
0

3
0

1
2 1/3

2/3

6㎜以上
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0
0
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下

910

150

1
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1
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0

1
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0

1
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0

455 455

150

200

受材
構造用合板(t=12) 畳

床梁

畳構造用合板(t=12)

(構造用合板 7.5mm)

（構造用合板 7.5mm）

を釘N75 @300で取付ける。

(b)根太と床梁、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

（1）釘打ち基準

７ 耐力壁（面材）施工例

(1)水平構面の剛性が十分期待できる床の施工（剛な床組）

① 種 類：サイズ3×6版以上、厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。

⑤ 床梁，胴差の仕口補強

柱と床梁・胴差，床梁と胴差の仕口は、金物，ボルトにより十分緊結補強

する。

② 張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させ、かつ千鳥張りとする。

構造用合板の継手は、根太上で突き付け継ぎとし、継目下に受材

(45mm×45mm程度）を設ける。

根太は床梁，胴差に大入れ落とし込みとし、釘(N75,2本)で斜め打ちとするか、

または、根太受け金物を用いて床梁，胴差に留め付ける。

この場合、構造用合板を床梁，胴差に釘で直張りする。

ただし、隅角部では柱があるため構造用合板のコーナーを欠いて釘打ちする。

なお、この場合、火打梁は省略できる。

④ 床根太の寸法は45mm×105mmを標準とし、根太間隔は、455mm以下とする。

ただし、断面寸法105mm×105mm以上の甲乙梁を1,820mm内外（１間）の間隔

に梁間・桁行き方向に配置する。

耐力壁線の交点が不一致の場合は、その階の水平力伝達に有効な横架材を耐力壁線上に設ける。

ただし、1メートル（約半間）を限度とする。

床梁

隅角部では柱があるため構造用合板の

コーナーを欠いて釘打ちする。
柱

床梁

根太

根太

床梁

床梁

床梁

根太

床梁

大入れ落とし込み

根太受け金物

根太方向
(105×105)

1
,
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1
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,
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1,000mm以内

1,000mm以内

20

甲乙梁

(105×105)

胴差

構造用合板

根太

継目下の受材
床板（構造用合板）

（構造用合板）

床板

根太受け金物

継目下の受材
根太

構造用合板

床板

（構造用合板）

床板（構造用合板）

根太

根太受け金物

N50 釘@150

受材等に平打ちする。

③ 釘打ち：構造用合板の四周辺は釘(N50)を150mm以下で根太または床梁や胴差、

(a)根太と床梁、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

６ 床組 2階(3階 )床

また、床梁・胴差の際には際根太、または受材を添え付け床板構造用合板の四周辺を固定する。

渡りあご掛け

際根太

1/3
2/3

根太

根太

（構造用合板）

床板

(b)T字部（外壁屋外側・内壁に構造用合板7.5mmの場合）

(1)小屋火打梁

(2)小屋筋違い及び桁筋違い・振れ止め

(3)垂木

(4)棟木・母屋

(5)小屋束

(a)隅角部 火打梁は耐力壁線に囲まれた隅角部に設ける。

① ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

棟木と第2母屋は、必要に応じて金物等で小屋束に接合する。

小屋束下部と小屋梁あるいは妻梁・桁は、必要に応じて金物等で接合する。

(c)柱の断面寸法が異なる場合の面材の納め方

② 柱を外面に合わせる。内壁側は柱の一部

④ 柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

③ 柱は芯合わせとし、外壁側、内壁側とも

① 柱を外面に合わせる。内壁側は受材で

調整し、面材を張る。

を欠き取り調整し、面材を張る。

受材で調整し、面材を張る。

柱の一部を欠き取り調整し、面材を張る。

８ 小屋組

② ホールダウン金物の取り付く柱面と直交する

他方向の非有効面材は受材を設けて取付ける。

柱面に有効面材を伸ばし、釘打ちする。

その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その

半柱に他方向の面材を釘打ちする。

③ 面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、その

半柱に有効面材を釘打ちする。

この場合、ホールダウン金物の取付けは、六角

ボルトを使い、また、その長さに注意する。

(3)柱にホールダウン金物を使用する場合の耐力壁（面材）の納まり

ただし、ホールダウンと面材が干渉するの

(b) Ｔ字部周辺

ただし、ホールダウンと面材が干渉するので、

使用するホールダウン金物はS-HDとし、受材の

大きさに注意する。

① ホールダウン金物の取付く柱面と直交する柱面に面材を伸ばし釘打ちする。

この場合、ホールダウン金物の取付けは六角

ボルトを使い、また、その長さに注意する。

③ 有効面材をホールダウン金物に干渉しない

ように柱面に釘打ちする。他方向の非有効

面材は受材を設けて取付ける。

で、使用するホールダウン金物はS-HDとし

受材の大きさに注意する。

④ 面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、その

半柱に有効面材を釘打ちする。他方向の非有効

面材は受材を設けて取付ける。

その上から半柱を釘N75 @300で取付け、その半柱に他方向の有効面材を釘打ちする。

② 面材の受材に半柱を釘N75 @300で取付け、有効

面材を釘打ちする。

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及び梁・桁に

またがり筋違い15mm×90mm以上を釘(N50,2本)で平打ちし

固定する。

軒先部や、けらば・棟部の垂木は軒桁・母屋・棟木等の

受材とひねり金物(ST)・折曲げ金物(SF)･くら金物(SS)等

で緊結する。

胴縁

有効面材

受材

胴縁

プラスターボード

有効面材

半柱

半柱

半柱

有効面材 有効面材

半柱

受材

小屋束

振れ止め

小屋梁

棟木

母屋

小屋梁

軒桁

有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

非有効面材

有効面材

受材

有効面材

半柱

非有効面材

有効面材

内 部 外 部

プラスターボード

（構造用合板 7.5mm)
（構造用合板 7.5mm)

t=12mm

t=12mm

受材

受材

受材

胴縁

胴縁

欠き取り

欠き取り

欠き取り

有効面材

有効面材

半柱

受材

有効面材

非有効面材

有効面材

有効面材

半柱を挟む場合、

六角ボルトを用いる。

有効面材

S-HD

受材

有効面材

半柱

有効面材

S-HD

受材

棟木

小屋束

小屋梁

垂木

垂木

（長さに注意すること）

桁行き筋違い

S-04

構造用合板(厚さ7.5以上)

※釘＠は下記を基準とし、各耐震壁の＠は耐震壁の凡例による

旧今井染物屋耐震改修工事
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改修基礎伏図

ＦＧ２

ＦＧ１ ＦＧ２

ＦＧ２

ＦＧ２
ＦＧ１

ＦＧ１

土間等凡例

― 土間コンクリート t=150を示す。

― 土間コンクリート t=120を示す。

― 捨てコンクリート t=50を示す。

ＦＧ１

ＦＧ１

S-05

ＦＧ１a

新設雁木基礎

階段室
コマ

ミセ

ドマ

チャノマ

ザシキ

縁側

物置

雁木

二畳大室

縁側

オクザシキ

床の間仏間押入

物入

六畳間

機械室

EW-3

男子トイレ 多目的トイレ

EW-1

給湯室

OW-1

便所

南土間（2）

南土間（3）

南土間（1）

東口土間

女子トイレ

空調機基礎（建築工事）
1,000×500×H150

空調機基礎（建築工事）
1,000×500×H150

空調機基礎（建築工事）
1,000×500×H150

物置

ＦＧ２

新設柱受基礎
ｔ=150×600×600

２基の基礎については、既存柱等の緩衝や
打設範囲が長いことから、１回での打設が
難しいと想定されるので中間付近にて打継ぎ
２回に分けて打設するものとする。
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(既存土間コン【存置】）

旧今井染物屋耐震改修工事

― 土間下断熱材敷き込み PF3種b t=30を示す。
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A1：1/30

A3：1/60

基礎リスト　　S=1/30

改修基礎リスト・詳細図

▲既存土間天端（ミセ脇）

２

▼基準土間天端

▼１ＦＬ

1-D16
土留め用鉄板 t=4.5

D13＠200 タテ・ヨコ

D13＠200 タテ・ヨコ

ポリエチレンフィルム t=0.15

CR-40～0

1-D16

天端均しﾓﾙﾀﾙ t=30

D13＠200 D10

D10＠200
1-D10

ＦＧ１

▼基準土間天端

▼１ＦＬ

新設柱：105×105

CR-40～0

天端均しﾓﾙﾀﾙ t=30

D10＠200
1-D10

ＦＧ２

６

D13＠200

1-D16

D10

D13＠200 タテ・ヨコ

D13＠200 タテ・ヨコ1-D16

S-06

新設土台：105×105
米ツガ 防腐剤注入 KD材

新設土台：105×105
米ツガ 防腐剤注入 KD材

▲既存土間天端（ミセ脇）

２

▼基準土間天端

▼１ＦＬ
天端均しﾓﾙﾀﾙ t=30

1-D16

1-D16

D13＠200 タテ・ヨコ

D10

土留め用鉄板 t=4.5

D13＠200

D13＠200 タテ・ヨコ

既存柱：136×136

ＦＧ１a

新設土台：105×130
米ツガ 防腐剤注入 KD材

▼基準土間天端

▼１ＦＬ

▲既存土間天端

D13＠200 タテ・ヨコ

既存柱：124×124

羽子板ボルト M12
L=280　【新規材】

新設柱：105×105
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72 33
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0

ポリエチレンフィルム t=0.15

ポリスチレンフォーム断熱材（PF 3種b） t=30（JIS A 9521）
ポリエチレンフィルム t=0.15
ポリスチレンフォーム断熱材（PF 3種b） t=30（JIS A 9521）

基礎コンクリートの打設方法について

2通り、6通りの基礎については、既存柱等の緩衝や打設範囲が長いことから、１回での打設が

溶接するために設ける。尚、現場の状況により幅を調節し土中内に打ち込むものとする。

打設する際は、既存部分に影響をあたえないように考慮し、固定が十分行えるよう密実に充填すること。

新設柱：105×130
既存柱：136×136

ＧＬ 1
5
0

旧今井染物屋耐震改修工事

と

と通り・22通り柱脚部

カラーモルタルｔ30【新規材】

柱石【再取付け】

スラブ下は良質土で埋め戻し、充分填圧の事。

6
0

50

砕石（RC-40）
　　　　ｔ60

1
0
02
50

D13－＠200D13－＠200

室外機基礎詳細図

難しいと想定されるため中間付近にて打継ぎ２回に分けて打設するものとする。

土留め用鋼板は根切時の土の崩壊を防止するため使用する。又、型枠を設置するにあたりサポートを

打設にあたっては、土間境にセキ板等を設けコン止めとする。床束及び柱回りの土間コンクリートを
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物置

土蔵

三畳大室

雁木

縁側

床の間仏間押入

北廊下

五畳間

押入

物入

北大畳間

押入

物入

給湯室

便所

縁側

オクザシキ

ザシキ

六畳間

チャノマ

ミセ

八畳間

四畳大室

十二畳大室

コマ

A
北張出
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ほ

に

は

流し場

S-07現況1階床伏図

根太
大引
束

六畳間
45×55 @≒455
105×105 @≒910
90×90 @≒910

A

根太
大引
束

チャノマ
45×55 @≒455
105×105 @≒910
90×90 @≒910

根太
大引
束

ミセ
45×45 @≒455
150φ @≒910
90×90 @≒900

B

根太
大引
束

根太
大引
束

根太
大引
束

根太
大引
束

45×55 @303
105×105 @≒910
90×90 @≒910

45×55 @303
105×105 @≒910
90×90 @≒910

45×55 @303
105×105 @≒910
90×90 @≒910

45×55 @≒455
105×105 @≒910
90×90 @≒910

A A A A

根太
大引
束

給湯室
45×55 @303
105×105 @≒910
90×90 @≒910

根太
大引
束

105×105 @≒910
90×90 @≒910

八畳間

A

コマ

60×90 @≒720

A

▽カッター入れ

▽カッター入れ

根太
大引
束

四畳大室・十二畳大室
45×55 @≒303
105×105 @≒910
90×90 @≒910

A

十二畳大室
土間コンクリートt100

砕石t100
A

土間コンクリートt100
砕石t100

A

流し場

根太
大引
束

オクザシキ
45×55 @≒455
105×105 @≒910
90×90 @≒910

B

九畳大室

九畳大室

上り口

上り口

八畳大室
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△カッター入れ
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階段室
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東口土間

廊下

物置

東縁側西縁側

B

基礎CB

基礎CB

基礎CB

基礎CB

基礎CB

撤去・処分

B 取外し・保管

取外し・保存

A

凡 例

※表記無き仕上・下地は在置とする

※根太掛けは45×90とする（共通）

C

基礎CB：撤去・処分



※表記無き仕上・下地は在置とする
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根太
大引
束

オクザシキ
45×55　@≒455
105×105　@≒910
90×90　@≒910

根太
大引
束

チャノマ
45×55　@≒455
105×105　@≒910
90×90　@≒910

根太
大引
束

ミセ
45×45　@≒455
150φ　@≒910
90×90　@≒900

B

B
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柱脚金物　羽子板ボルト　
M12　L=280　【新規材】
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■

柱脚金物　羽子板ボルト　
M12　L=280　【新規材】

柱脚金物　羽子板ボルト　
M12　L=280　【新規材】
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土台W135×H90【新規材】

土台W135×H90【新規材】
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EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-1

片面　構造用合板 9mm（真壁）

両面　構造用合板 9mm（真壁）

■内部耐震壁

耐震壁凡例

10KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

25KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物×2

▽

▼▽

▲

短ほぞ差し及びかすがい打ち

羽子板ボルト又は短冊金物（釘無し）

羽子板ボルト又は短冊金物（釘有り）
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ろ

に

ほ

アンカーﾎﾞﾙﾄ16φ

山形プレート又はかど金物CP-T

△

物置

東口土間

※納まりの関係で上記以外の製品を使用する場合同等の耐力を有する製品を使用のこと

長ほぞ差込み栓打ち又はかど金物CP-L

※土台【新規材】は既設柱間に納め、ろを使用し既設柱と土台、上部既設梁に止めること。

は

は
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ろ
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い い い

は

Ｆ

A

B

C

D

E

土台W120×H90【新規材】

※新規土台は米ツガ防腐剤注入KD材とする。
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六畳間空調機下部補強

EW-9 EW-9 EW-9 EW-9
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-9

構造用合板12mm（真壁CN50@100）＋構造用合板9mm（真壁）

OW-2

OW-1

■外部耐震壁

BR-2

BR-1 鋼製筋交い3.2KN/m×2以上

EW-8

鋼製筋交い3.2KN/m×2以上　二重取付

EW-9

両面　構造用合板12mm（真壁CN50@100）

片面　構造用合板12mm（真壁CN50@100）

片面　構造用合板 9mm（大壁N50@150）

構造用合板12mm（大壁N50＠150）＋構造用合板12mm（真壁CN50@100）

外壁：耐火耐震ボード12mm大壁 N50@100

外壁開口部廻り：耐火耐震ボード12mm大壁 N50@100

B

A

凡　例

※根太掛けは45×90とする（共通）

C

新規材

再取付け

カラーモルタル塗り木鏝仕上げｔ30【新規材】

旧今井染物屋耐震改修工事

柱頭・柱脚金物 凡例 

パッケージ型消火設備架台用ころばし根太
スギ150×150 L=450 @303

構造用合板12mm（大壁CN50四周＠75）＋構造用合板12mm（真壁CN50@100）

片面　構造用合板12mm（大壁CN50四周＠75）

　― 根太間断熱材敷き込み　PF3種b t=30を示す。
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廊下
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二畳大室

二畳大室
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10KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物

20KN用引き寄せ金物

25KN用引き寄せ金物

15KN用引き寄せ金物×2

▼▽

▲

短ほぞ差し及びかすがい打ち

長ほぞ差込み栓打ち又はかど金物OCP-L

羽子板ボルト又は短冊金物（釘無し）

羽子板ボルト又は短冊金物（釘有り）
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ろ

に

アンカーﾎﾞﾙﾄ16φ

は

※納まりの関係で上記以外の製品を使用する場合同等の耐力を有する製品を使用のこと

山形プレート又はかど金物CP-T

▽

△

ほ

OW-2

OW-1

■外部耐震壁

BR-2

BR-1 鋼製筋交い3.2KN/m×2以上

EW-8

鋼製筋交い3.2KN/m×2以上 二重取付

片面 構造用合板 9mm（大壁N50@150）

EW-9 構造用合板12mm（大壁N50＠150）＋構造用合板12mm（真壁CN50@100）

外壁：耐火耐震ボード12mm大壁 N50@100

外壁開口部廻り：耐火耐震ボード12mm大壁 N50@100

旧今井染物屋耐震改修工事

は

は

に

は

柱頭・柱脚金物 凡例

パッケージ型消火設備架台用:根太補強
根太45×55 L1450 @300

EW-3

EW-2

EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-1

片面 構造用合板 9mm（真壁）

両面 構造用合板 9mm（真壁）

■内部耐震壁

耐震壁凡例

片面 構造用合板12mm（真壁CN50@100）

両面 構造用合板12mm（真壁CN50@100）

構造用合板12mm（真壁CN50@100）＋構造用合板9mm（真壁）

構造用合板12mm（大壁CN50四周＠75）＋構造用合板12mm（真壁CN50@100）

片面 構造用合板12mm（大壁CN50四周＠75）
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建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・１級建築士事務所

グリーンシグマ株式
会社

〒950-2042  新潟市西区坂井700-1

TEL (025)211-0010 　FAX (025)269-1134

1級建築士事務所 新潟県知事登録　 2153号

1級建築士 大臣登録 第311001号  片柳友哉

CHECK
REVISE　　CHIEF　 DRAFTING 

DATE PROJECT SUBJEDT SCALE NO.

A1：1/30

A3：1/60

ねつそれ

既存基礎石

既存柱：115×115

既存柱：115×115

既存柱：115×115

既存貫：24×90

つ そ れ

既存貫：24×80

ね

▼基準土間天端

▼ね通り貫天端

▼梁天端

既存柱：115×115

既存柱：115×115

２６

▼基準土間天端

▼貫天端

３４ ３５ ３６

物置か通り補強部詳細図

▲既存土間天端（土蔵周囲）

か か わ を

▲既存土間天端（土蔵周囲）▼基準土間天端

▼梁天端

３６

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合

る

▼基準土間天端

▼梁下天端

▼梁上天端

３４ ３５ ３６

▲既存土間天端（土蔵周囲）

▲既存土間天端（物置周囲）

既存柱：115×115

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合

▼基準土間天端

▼梁上天端

▼梁下天端

▼基準土間天端

▼梁下天端

▼梁上天端

▼既存軒天端

へ ３０ ２９ ２８

３２

既存柱：115×115
既存柱：115×115

既存柱：115×115

既存柱：115×115

新設梁：150×150

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合

物置る通り補強部詳細図

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合

土間へ通り補強部詳細図

る

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。 共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。

部分詳細図　１（耐震壁）

柱止め フラット金物
片端 2か所×2【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

新設柱：105×105【新規材】柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

柱止め フラット金物
【新規材】

新設土台：105×105
【新規材】 柱止め フラット金物

【新規材】
新設土台：105×105【新規材】

新設柱：105×105
【新規材】

新設柱：105×105
【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設梁：150×150【新規材】

新設梁：150×150【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

柱止め フラット金物
【新規材】

柱止め フラット金物
【新規材】

柱止め フラット金物
片端 2か所×2【新規材】

柱止め フラット金物
片端 2か所×2【新規材】

新設柱：105×105
【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設梁：150×150【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設柱：105×105【新規材】 新設柱：105×105【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

土台止め フラット金物
１スパン 3か所【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

柱止め Ｌ型金物【新規材】

柱止め フラット金物
【新規材】

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

新設柱：105×105
【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設梁：150×150【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

新設柱：105×105
【新規材】

梁止め フラット金物 片端 3か所【新規材】

新設梁：150×105【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

柱止め フラット金物【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

かど金物 ＣＰ-Ｔ【新規材】
新設梁：150×105【新規材】

新設梁：150×105【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

かど金物 ＣＰ-Ｔ
【新規材】

かど金物 ＣＰ-Ｔ
【新規材】

柱止め フラット金物
片端 2か所×2【新規材】

新設梁：150×105【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

新設土台：105×105【新規材】

柱止め フラット金物
【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

新設土台：105×90【新規材】

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

新設梁：150×150【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

土台止め フラット金物
１スパン 3か所【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

新設土台：105×90【新規材】

S-11

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合 ※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合
土蔵26通り補強部詳細図

▼さし天端

▼基準土間天端

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。 よ

短冊金物
ロングタイプ

柱止め Ｌ型金物
1スパン 3か所【新規材】

新設梁：150×130
【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2 二重取付【新規材】

新設柱：136×130
【新規材】

▲既存土間天端（ミセ脇）

２

1-D16

1-D16

D13＠200 タテ・ヨコ

D10D13＠200

ＦＧ１a

柱止め Ｌ型金物
1スパン 3か所【新規材】

新設土台：105×130【新規材】

天端均しﾓﾙﾀﾙ t=30【新規材】

わ

D13＠200 タテ・ヨコ

土留め用鉄板 t=4.5

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 
t=0.15【新規材】

ぬ

新設柱：
105×130
【新規材】

新設柱：105×130
【新規材】

A-BOLT　M12【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2
【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2
【新規材】柱止め フラット金物

片端 3か所×2
柱止め フラット金物
片端 3か所×2

短冊金物
【新規材】

短冊金物
【新規材】

短冊金物【新規材】
短冊金物【新規材】

既存柱：136×136

既存柱：136×136

※既存柱・梁と新設柱・梁との取付はＬ型金物及び平金物により接合
土蔵ね通り補強部詳細図

▼基準土間天端

▼貫天端

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。ね

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

既存柱：115×115

既存貫：24×90

▲既存土間天端（土蔵周囲）

新設柱：105×105
【新規材】

新設土台：105×105
【新規材】

既存柱：115×115

２６ ２７

柱止め フラット金物【新規材】

柱止め フラット金物
片端 3か所×2【新規材】

柱止め Ｌ型金物【新規材】

新設土台：105×105
【新規材】

新設柱：105×105【新規材】

柱止め Ｌ型金物【新規材】

既製品鋼製筋交い
3.2KN/ｍ×2【新規材】

柱止め Ｌ型金物
片端 3か所×2
【新規材】

２８ ２９ ３０

新設柱：105×105【新規材】 新設柱：105×105【新規材】

既存柱：115×115

既存柱：115×115

物置３６通り補強部詳細図

特記事項

共通事項：新規補強木材はWP塗を付すこと。

既製品鋼製筋交い 3.2KN/ｍ×2は、国土交通大臣認定耐震補強のコボット同等品とする。

ブレース材はｽﾃﾝﾚｽロッド M10とし固定用金物及び付属金物はメーカー指定品とする。

▼中通ＦＬ ▼中通ＦＬ ▼中通ＦＬ

▼中通ＦＬ

▼中通ＦＬ ▼中通ＦＬ

▼中通ＦＬ ▼中通ＦＬ

新設梁：150×150
【新規材】

新設梁：150×150
【新規材】

土蔵32通り補強部詳細図
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建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・１級建築士事務所

グリーンシグマ株式
会社

〒950-2042 新潟市西区坂井700-1

TEL (025)211-0010 FAX (025)269-1134

1級建築士事務所 新潟県知事登録 2153号

1級建築士 大臣登録 第311001号 片柳友哉

CHECK
REVISE CHIEF DRAFTING

DATE PROJECT SUBJEDT SCALE NO.

A1：1/30

A3：1/60

▼基準土間天端

▼梁上天端

部分詳細図 ２（耐震壁）

よ

継手目地1mm

２ ３ ４ ５ ６ ８

六畳間８通り補強部詳細図

▼基準土間天端

▼軒天端

既存柱：136×136

既存柱：136×136

▼さし天端

既存柱：136×136

既存柱：136×136 継手間柱：45×86
【新規材】

間柱：30×86
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

既存柱：136×136

▼基準土間天端

六畳間よ通り補強部詳細図

よ

▼さし天端

１２ １１ １０

既存柱：136×136

既存柱：136×136 既存柱：136×136

新設梁：150×105【新規材】

継手間柱：45×86
【新規材】

間柱：30×86
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

短冊金物

▼基準土間天端

▼さし天端

既存柱：136×136

12 よたれそ

六畳間１２通り補強部詳細図

胴つなぎ材：45×93
【新規材】

胴つなぎ材：45×86
【新規材】

ミセよ通り補強部詳細図

新設土台：105×105【新規材】

胴つなぎ材：45×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

柱際間柱：45×93
【新規材】

間柱：30×93
【新規材】

EW-1 構造用合板 12mm 枠受CN50＠100（真壁）
構造用合板 9mm 枠受（真壁）

EW-1 構造用合板 12mm 枠受CN50＠100（真壁）
構造用合板 9mm 枠受（真壁）

部屋内構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】
チャノマ側構造用合板 12mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

部屋内構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】
チャノマ側構造用合板 12mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

コマぬ通り補強部詳細図

１２ １３ １４ぬ

新設土台：105×105【新規材】

受材：30×93
【新規材】

柱際間柱：45×93
【新規材】

継手間柱：45×93
【新規材】

EW-6 構造用合板 9mm 枠受（真壁）

構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

▼基準土間天端

▼中２階押入床受下端

１８

階段室１８通り補強部詳細図

ちりぬ

▼基準土間天端

▼２階裏二階梁天端

新設土台：105×105【新規材】 新設土台：105×105【新規材】

柱際間柱：45×60
【新規材】

柱際間柱：45×60
【新規材】

継手間柱：45×60
【新規材】

継手間柱：45×60
【新規材】

胴つなぎ材：45×60
【新規材】

胴つなぎ材：45×60
【新規材】

受材：30×60
【新規材】 受材：30×60

【新規材】

既存梁

EW-6 構造用合板 9mm 枠受（真壁）

構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

▼差し天端

▼梁下天端

新設梁：150×105【新規材】

新設梁：150×105【新規材】

構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

構造用合板 9mm
特類 1種 ☆☆☆☆【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

受材：30×93
【新規材】

間柱：30×93
【新規材】

間柱：30×93
【新規材】

胴つなぎ材：45×93
【新規材】

胴つなぎ材：45×93
【新規材】

EW-6 構造用合板 9mm 枠受（真壁）

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

柱止 Ｌ型金物【新規材】

15Nｋ用引き寄せ金物【新規材】

短冊金物【新規材】

短冊金物【新規材】

S-12

既存柱：
136×136

EW-4 構造用合板 12mm 枠受CN50＠100（真壁） EW-4 構造用合板 12mm 枠受CN50＠100（真壁）

構造用合板 12mm
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縁端距離12mm

外周　CN50　@75以下
縁端距離12mm

中通り　CN50　@200以下

継手目地1mm 継手目地1mm

中通り　CN50　@200以下

外周　CN50　@100以下
縁端距離12mm

構造用合板t12
特類　1級　☆☆☆☆構造用合板t12

特類　1級　☆☆☆☆
外周　CN50　@100以下
縁端距離12mm

外周　CN50　@75以下
縁端距離12mm

端部型枠PL-4.5　L=850【新規材】

柱止め Ｌ型金物
4.5×20×55×55

引寄せ金物15kn
A-BOLT M-16　L=800

引寄せ金物25kn
A-BOLT M-16　L=800

引寄せ金物10kn
A-BOLT M-16　L=800

引寄せ金物15kn
A-BOLT M-16　L=800

引寄せ金物15kn
A-BOLT M-16　L=800

土台105×105【新規材】

土台105×105【新規材】土台105×105【新規材】

土台105×105【新規材】

外周　CN50　@100以下
縁端距離12mm

外周　CN50　@100以下
縁端距離12mm

外周　CN50　@75以下
縁端距離12mm

土台105×105【新規材】

柱105×105【新規材】 柱105×105【新規材】

柱105×105【新規材】 柱105×105【新規材】

柱130×105【新規材】

柱130×105【新規材】

梁130×150【新規材】

土台130×105【新規材】土台130×105【新規材】

継手間柱45×81【新規材】

受材30×81【新規材】

柱・横架材接合金物t4.5

柱105×105【新規材】

梁105×90【新規材】

A-BOLT　M12【新規材】
土台105×105【新規材】土台105×105【新規材】

既存柱

既存梁 既存梁 既存梁

既存梁既存梁

土台105×105【新規材】

既存梁 既存梁既存柱

既存梁 既存梁 既存梁 既存梁 既存梁

受材30×81【新規材】

既存梁

間柱30×81【新規材】

間柱30×81【新規材】

受材30×81【新規材】

受材30×93【新規材】

継手間柱45×93【新規材】

間柱30×93【新規材】

継手間柱45×93【新規材】

間柱30×93【新規材】

継手間柱45×93【新規材】

間柱30×93【新規材】

柱105×105【新規材】

土台105×105【新規材】 土台105×105【新規材】

受材30×81【新規材】

BR-2鋼製筋交い3.2KN/m×2以上　二重取付

土台105×105【新規材】

柱105×105【新規材】

EW-2　南通り1階南土間(1)東面耐震壁 EW-4　給湯室南面耐震壁EW-3　南通り1階給湯室西面耐震壁

EW-3　南通り給湯室北面耐震壁BR-2　南通り給湯室東面耐震壁

S-13

引寄せ金物15kn
A-BOLT M-16　L=800

A-BOLT　M12【新規材】

土台105×105【新規材】

端部型枠PL-4.5　L=400【新規材】

と とい

既設梁

受材30×81【新規材】

間柱30×81【新規材】
継手間柱45×81【新規材】

6

既設梁 既設梁
横架材接合金物t4.5【新規材】横架材接合金物t4.5【新規材】

41

土台105×105【新規材】

受材30×81【新規材】

▼基準土間天端

西面 東面

EW-2　構造用合板12mm（大壁）＋構造用合板12mm（真壁）

両面　構造用合板12mm（真壁）

EW-3　南通り1階南土間(1)北面耐震壁EW-2　南通り1階南土間(1)西面耐震壁

EW-3　両面　構造用合板12mm（真壁）
EW-2　構造用合板12mm（大壁）
　　　＋構造用合板12mm（真壁）

と

は

引寄せ金物20kn
A-BOLT M-16　L=800

と

柱105×105【新規材】

柱105×105【新規材】

土台105×105【新規材】 土台105×105【新規材】

柱105×105【新規材】

土台100×100【新規材】

柱100×100【新規材】

柱105×105【新規材】
柱105×105【新規材】

A1：1/30

A3：1/60

梁105×150【新規材】

既設レンガ積み壁

EW-2　構造用合板12mm（大壁）＋構造用合板12mm（真壁）

い

15
0

12

引寄せ金物15kn
A-BOLT M-16　L=800

間柱30×93【新規材】
継手間柱45×93【新規材】

柱105×105【新規材】柱105×105【新規材】

梁105×150【新規材】

柱130×105【新規材】

土台130×105【新規材】

土台105×105【新規材】

受材30×93【新規材】
A-BOLT　M12【新規材】土台105×105【新規材】

梁130×150【新規材】

EW-4　片面構造用合板12mm（真壁）

受材30×93【新規材】

木材仕様

土台：米ツガ防腐剤注入KD材

柱：杉一等

梁：杉一等

間柱：杉一等

受け材他：杉一等

梁W105×H150【新規材】 梁W105×H150【新規材】
梁W105×H150【新規材】

梁W100×H150【新規材】
梁W105×H150【新規材】

梁W105×H150【新規材】 梁W105×H150【新規材】
梁W105×H150【新規材】 梁W105×H150【新規材】

梁W105×H150【新規材】梁W105×H150【新規材】

梁W130×H150【新規材】 梁W130×H150【新規材】
梁W105×Ｈ150【新規材】梁W105×Ｈ150【新規材】梁W105×Ｈ150【新規材】

EW-3両面　構造用合板12mm（真壁）

130

1,864

1,734130

2,015

2,015

125128 1,762

130

1,864

1,734

1,606

130

128

2,015

2,015

125 1281,762

2,
46

0

30
30

15
0

15
0 30

17
0

2,
40
0

60

10
5

137

1,
54
5

15
0

2,
46

0

63
0

12

2,
46

0

30
30

15
0

15
0 30

17
0

10
5

13
0

50

50

15
0

15
0 30

17
0

139.5114.5 1,898

30

10
5

13
0

90
1,

81
0

30

50

15
0

15
0 30

17
0

121

30

10
5

13
0

50

10
5

13
0

30
15

0
15

0
17

0
30

2,
62

0

12
0

2,
29

5

1,6051,325 110110 110110110110

10
5

13
0

30
15

0
15

0
17

0
30

10
5

13
0

30
30

15
0

15
0

17
0

30

131

50

2,
45
5

15
0

1,
84

1

2,
45
5

15
0

2,
10
0

3,
05
0

2,
69
5

15
0

15
0

2,
10

5

2,
46

0

1281,606

455455455 397455 455 455397 455 241455455455241 455 455

30

35
5

130 1,8181,779130

137

36
0

19
5

140115 1,8971,818 60

30

10
5

13
0

30

50

15
0

15
0 30

17
0

2,
45

5

15
0

2,
10
0

121 1,666

455455455301

2

いは は
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EW-9　南通り新設機械室、便所南面耐震壁
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部分詳細図3旧今井染物屋耐震改修工事
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